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可・不可・一部不可 傍聴者数 　　　１　人

　　福祉推進室

　川西市社会福祉審議会

　健康福祉部福祉推進室福祉政策担当　内線（２６５２）

　平成１７年２月１７日（木）１４時～１６時

傍聴の可否

会議結果

　○地域福祉計画等の見直し作業について承認を得る

　○川西市社会福祉審議会に高齢者部会の設置について承認を得る

傍聴の不可・一
部不可の場合は
その理由

開催日時

事　務　局
（担当課）

　報告１　平成１６年度「福祉デザインひろばづくり」の進捗状況について

　報告２　「川西市次世代育成支援対策行動計画（案）」について

　議題１　平成１７年度における地域福祉計画等の見直し作業について

　議題２　社会福祉審議会高齢者部会の設置について

　４階庁議室

　牧里委員　久委員　奥平委員　谷掛委員　真鍋委員
　
　小柳委員　太田委員　滝委員　頭司委員

その他

　健康福祉部長　福祉推進室長　いきいき長寿室長　健康づくり室長

　健康づくり室主幹　子育て支援担当主幹　同副主幹

　福祉政策担当主幹　同主査　同主任　社会福祉協議会主幹

開催場所

委　　員

会議名
（審議会等名）

会議次第



会長

※　主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。

事務局 「報告１　平成１６年度『福祉デザインひろばづくり』の進捗状況」について報告

清和台くらしの相談窓口「こころ」の対応民生委員等が行っているようだが、毎日運営す
るのは大変なのでは。

事務局

　　　　　　　　　　　　　　審　　議　　経　　過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No　１

事務局 行政としてめざしたいのは、主体は住民であり、地域で自主的に参加し、地域の福祉拠
点のように、地区の状況に応じた場が必要。行政としても支援していく。

会長・委員 サービスの提供主体、主体性も考えるべきであり、いろんな人が参加できる場がいるの
では？

ケアシステムについては、専門的な内容となる。地域のネットワークづくりの中で、在宅
介護支援センター、特養などの地域の専門機関に入っていただいている。コミュニティ
推進協議会、自治会、民生委員等と連携している段階で今後の課題となる。

事務局

事務局 「議題１　平成１７年度における地域福祉計画等の見直し」について提案

事務局 「議題２　社会福祉審議会高齢者専門部会の設置」について提案

会長 川西市では、住民参加が進んでいるが、今回の改訂では施策体型の見直しは行わな
いということになるが、今後施策の総合化もチャレンジしていただきたい。

委員 ケアシステムについて説明を。

全委員 部会設置承認。

５社あると聞いている。県に照会したが策定状況はプライベートなところがあるのでと具
体的内容については不明。

事務局 「報告２　川西市次世代育成支援対策行動計画（案）」ついて報告

事務局

３００人以上の事業所は市内には？策定状況は？会長

スタッフは約４０名で対応、研修も実施している。

委員

福祉だけでなく、自治会、コミュニティ推進協議会、防犯など相談内容はさまざま。まず
地域内の担当に連絡を行い、解決している方向。一定最後の結末を把握。

事務局

地域では対応できない専門性の高い相談はどうしているのか。その相談の最後の結末
は地域で把握しているのか。


